
江成広斗＠山形大

縮む社会における

野生動物との向き合い方

生態学会第26回公開講演会

本日のスライドは
researchmap に掲載します ©Hiroto Enari 1

自己紹介
専門 ① 豪雪地でくらすニホンザルの生態や役割

② 野生動物管理

研究フィールド：白神山地 ※20年以上ほぼ毎月調査
©Hiroto Enari 2

話題提供

・ 縮む社会は問題か

・ 縮む社会が野生動物に何をもたらすか

・ 東北で今起きていること

・ これからの野生動物との向き合い方

©Hiroto Enari 3 図. 2020年人口を100とした地方別の推計人口推移国立社会保障・人口問題研究所より作成
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• 今後も人口の維持・増加が

予想されている地方はない

• もともと人口規模の小さい

東北で人口減少が加速化

• 日本（東アジア、欧州）における

社会変化の縮図
がみられるのが東北

縮む社会の実態
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確認しておきたいこと

オイルショック（1973年）を受け、
資源と人口に関する危機感の高まり
⇒ 半世紀前の日本は

人口抑制を目指していた

厚生省（当時）諮問機関が
1973年に編纂した人口白書

そもそも人口減少は問題？

結局のところ・・・

人口減少という未曽有の変化に

社会・経済・福祉の現行の枠組みが

うまく順応できていない
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人 が 野生動物 にもたらす 直接的影響

超捕食者（super predator ）としての人
⇒人は、野生下の捕食者の 1.9倍 の動物を捕殺

（Darimont et al. 2015. Science. vol 349）

恐れの景観（landscape of fear）の構築

「中・大型獣にとっての集落近隣」

＝「捕食リスクの高い場所（近寄りがたい場所）」
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東北で

今何が起きているか

野生動物との

かかわりの変化
から概観
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■ 1978に分布

■ 2003までの拡大域

■ 2011までの拡大域

■ 2014までの拡大域

■ 2020までの拡大域

急速に分布回復する“シカ”と“イノシシ”

環境省公表データより

【ちょっと宣伝 】

新たなシカ検知法

⇒ボイストラップ法

Enari et al. (2019) 
Ecological Indicator
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積雪２m以上の豪雪の森でもシカ・イノシシは着実に分布

シカの足跡と食痕（＠白神山地） 除雪道に落ちたイノシシの足跡（＠白神山地）©Hiroto Enari 9

基礎的対策（侵入防止柵等）導入によって、技術的に対応可能

段階① 人の空洞化（人口の社会減 ＋ 自然減）

⇒集落への大型獣の近接化の引き金

東北でみられる新たな変化
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段階② 土地の空洞化（農林地荒廃、空家増加）

⇒侵入行動に対する心理的障壁の低下、

集落内に隠れ場の増加

写真：崩壊する電気柵、
隠れ場になる空き家

強度な対策が必要 ⇒ 対策コストの上昇

東北でみられる新たな変化
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段階③ むらの空洞化（集落機能の脆弱化）

対策の基本となる自助・互助・共助が機能不全になり、

公助（行政支援）だけが先行

さらに 強度な対策が必要 ⇒ さらに 対策コストの上昇

※鳥獣対策交付金（東北）は過去10年で2.2倍（昨年度9.3億円）

写真：行政主導で導入される
警報システムや
緩衝帯（里山）整備事業

東北でみられる新たな変化
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憂慮すべき新たな課題：保全の基準

孤立度
　=log(path cost)

2.1 - 3.0

3.1 - 4.0

4.1 - 5.0

5.1 - 6.0

• 過去の人口増加（乱獲・森林破壊）

により、依然として孤立化したままの

個体群も

• 回復個体群（＝ 過去の地域絶滅により

かかわりを断たれた個体群）の管理

＝ 害獣管理 （害の排除だけが目的）

• （忘れがちな事実として・・・）
生物多様性保全の屋台骨は、

希少種ではなく普通種が作っている

(Cardinale et al. 2006. Nature v.443)

Enari et al. (2022) Conservation Science and Practice

図．生息地評価に基づくサル個体群の孤立性

孤立度
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段階④ 誇りの空洞化（未来を考える力の低下）

その地で生活・生業を続ける意志が弱体化し、

公助により進められる鳥獣対策に疲弊する住民

写真：行政主導で導入される
合意形成支援のための
集落点検

目的の不透明化
⇒ たとえ被害が減っても問題解決の実感が得られない

東北でみられる新たな変化
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人口減少 恐れの景観
の消失

管理コスト
の増加

管理コスト
の増加

生活・生業
の脆弱化

土地の放棄

集落機能
の低下

誇りの消失

軋轢解決への

意志低下
軋轢解決への

意志低下

管理目的の

不透明化
管理目的の

不透明化

図. 人口減少に伴う 負のスパイラル と 野生動物管理にもたらす影響
江成(2022)「哺乳類学」第16章．東大出版会

未来を考える

力の低下

【原因】 【結果】 【影響】

土地利用
の複雑化

互助/共助の消失

無居住化

ここまで の まとめ
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負のスパイラルに対処できる有効な処方箋

担い手育成 大量捕獲法の導入

人口還流促進

低コスト技術（ＩＣＴ）

合意形成支援

ジビエ推進

農地団地化

有効な処方箋は？
人口減少

生活・生業
の脆弱化

土地の放棄

集落機能
の低下

誇りの消失

【原因】

無居住化
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社会福祉 や 小さな拠点 を支援する野生動物管理

⇒「生きがい ＝ 誇りの維持」を目的とした支援

※野生動物管理はそのための手段（≠目的）

庄内地域に残る焼畑（写真提供：新井大輔氏）

「先進技術導入を！」の前に、誇りの再建 ＋“かかわり”の 再生
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「先進技術導入を！」の前に、誇りの再建 ＋“かかわり”の 再生

• 野生動物との「かかわり」の部分化
⇒ 害獣 という動物観の先鋭化

• 重層的な「かかわり」の再生による、

不可分な関係（害/益に分けられない

関係性）の回復

写真．右：仙北の厩猿、左：遠野のカッパ©Hiroto Enari 18

「縮む社会」は、野生動物問題の解決意欲を低下させている

⇒「技術支援」だけでは解決に繋がらない場合も

⇒ただし、放置すれば 問題のさらなる複雑化（例：都市型野生動物問題）

野生動物
問題

経済衰退
社会福祉
の危機

極点社会

雇用問題

インフラ
の崩壊

弱体化
する農業

縮む社会に

由来する

問題群

問題群を有機的に連結し、

共感できるゴールを

地域の視点で探る

生態系の変化にどう向き合うのか
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宣 伝

東北で一緒に研究しませんか

• 山形大・農 にはフィールド系生態学

を専門とする若手教員が充実！

• 修士課程は例年7月と12月に試験

• 博士課程（岩手連大）は2月と9月に試験

本日のスライドは
researchmap に掲載します
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